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小学校における学生サポーターの活用
一大学と地域の連携においてー
目 的
近年、学校現場では教師や専門家だけでは
なく、地域の人材や学生も様々な形で児童へ
のサポート活動を行っている。本研究では、
奈良県生駒市において平成19年度より実施さ
れている 匚学びのサポーター派遣事業」を取
り上げ、学生サポーターの活用（活動）に関
する事前のニーズ調査をもとに、学生サポー
ターの活用の在り方を検討する。
方　　 法
調査対象　学生の派遣を予定している生駒市
立小学校７校の教職員127 名（男性47 名、
女性77 名、不明 ３名／回収率54.8%) 、 事
業に登録している帝塚山大学の学生39 名
（学部生33 名、 院生 ６名／男性18名、女性
21名）
調査方法　筆者が作成した質問紙（学校長、
教職員、学生の３種類）による調査を平成
19年 ５月～６月に実施した。［学校］生駒
市教育委員会より各小学校に調査の依頼し、
質問紙を配布。約１週間を期限として筆者
が回収した。［学生］帝塚山大学で行われ
ている事前研修にて実施し、回収した。
質問紙　多肢選択法と自由記述法を合わせた
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質問紙を作成し、内容は以下の通りであっ
た。［学校］学生サポーターの活用経験の
有無、学生サポーターの必要性、具体的に
希望する活動等（学校長には児童数など学
校の概要も尋ねた）、［学生］希望する活動、
参加動機、活動を通して学びたいこと、不
安や疑問等。
結　　果
教職員のニーズ　教職員の25％がこれまでに
学生サポーターを活用したことかおり、そ
の活動内容の半分以上が「学習指導のサポー
ト」であった。また、74 ％が学生サポーター
の活用が必要と回答し、30 ％が「毎日」、28
％が 匚週１～ ２回」、32 ％が「週３～４回」、
活用することを希望した。活動内容（「学
習指導のサポート」「クラブ活動のサポート」
「学校行事のサポート」「障害児のサポート」
「不登校児・別室登校児のサポートエ気に
なる児童のサポート」「心理面でのサポー
ト」より複数回答可）では、匚学習指導のサ
ポート」(61%) と 匚気になる児童のサポー
ト」(59%) を多くの教職員が望んでいた。
また、 活 動形態 として、 教職員 の大半
（76％）が 匚クラスの入り込みによる対応」
を希望していた。そして、学校が 匚学生サ
ポーターに気をつけてもらいたいことや望
むこと」（自由記述）を分類したところ、
匚指導者としての自覚」や 匚クラス全体を
意識したサポート」等、児童との全般的な
関わりを重視した指導的な視点（全体・指
導的側面）と、匚児童との関係を重視」や
匚児童の目線に立ったサポート」等、個別
での関わりや児童との関係を重視した視点
（個別・受容的側面）に分類することがで
きた(Tab.  1)。また、疑問や意見として、
匚学生に期待している」や 匚学生にとって
も学びの多い機会である」等が挙げられた。
匚学生派遣の目的」や 匚学生に何かできる
のか」を明示して欲しいといった意見もあっ
た。
Tab.1　学生サポーターに気をつけてもらい
たいこと
全体一指導的側面 個別･受容的側面
支援姿勢
指導者としての自覚
教育現場である意識
児童との関係を重視
学生の人間性(誠実さ､積極性等)
支援方法
けじめ･児童との距離感
言葉遣い
クラス全体を意識したサポ トー
意欲･自主性を引き出すサポー ト
児童の目線に立ったサポー ト
児童としっかり向き合う
児童のつまづきへの気付き
休み時間の関わり
その他
守秘義務
担任･学校との連携／学校の体制作り
学 生 の ニ ー ズ　 多 く の 学生 が 心 理 学 （84 ％）
や 地 域 福 祉 学(13%) を 専 攻 して お り、 児
童 関 係 の 就 職 を 考 え て い る 学 生 や 発達 障 害
な ど に興 味 の あ る学 生 が多 か っ た。 ま た、
初 め て 小 学 校 で 活 動 す る 学 生 が85 ％ お り、
匚児 童 や 教 師 と の関 係 作 り 」、 匚自分 の適 性」、
匚授 業 や ク ラブ と の 時 間 調 整 」 等 に つ い て
の 不 安 が 挙 げ ら れ た。 ほ ぼ 全 員 （97 ％） が
匚週1 ～2 回 」 の 活 動 を 希 望 し、 活 動 内 容 に
つ い て は 匚心 理 面 で の サ ポ ート 」（74 ％ ）、
匚不登 校 児・ 別室 登 校児 のサ ポ ート」（72 ％ ）、
匚ク ラ ブ活 動 の サ ポ ート 」(67%) が 多 か っ
た が、 複 数 回 答 が 可 能 な た め い ず れ の 活動
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も40％以上の学生が希望していた(Fig.  1)。
そして、活動の形態として79％が「別室・
相談室での対応」、72 ％が「クラスの入り
込みによる対応」、51 ％が「登下校支援」を
希望した(Fig.2) 。さらに、学生の多くが
小学校の現状を知り、自分自身の活動や教
職員から児童との関わり方等を学びたいと
思っていることがわかった。
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学 ク 学 障 不 気 心 そ
習 ラ 校 害 登 に 理 の
指 ブ 行 児 校 な 面 他
導 活 亊　　 児 る
動　　　　 児
童
Fig. 1希望 する活動内容　　Fig.2　 希望する活動形 態
教職員と学生のニーズ比較　 活動内容では
「クラブ活動のサポート」、「不登校児・別
室登校児のサポー 冂、「心理面でのサポー
ト」においてニーズに大きな差が見られた。
活動形態では「別室・相談室での対応」と
「登下校支援」に差かおることがわかった。
また、活動日数に関しても、学生 のほぼ全
員が「週１～２回」を希望したが、半分以
上の教職員(59%) が 「週３～ ４回」か
「全日」を希望していた。そして、学生の
多くが児童との関係等に対する不安を挙げ
ている一方で、教職員は 匚指導者としての
自覚」や 匚クラス全体を意識したサポート」、
匚意欲・自主性を引き出すサポート」等、
経験やスキルを必要とするサポートを求め
ることが多かった。
考　　察
本研究では、学生サポーターの活用（活動）
Ｉ学校
口学生
に関する教職員と学生の事前のニーズを把握
した。調査を通して、活動内容や活動形態等、
教職員と学生のニーズは異なることが明らか
になり、さらに教職員間においても異なる意
見や考えが認められた。また、学生サポーター
の役割認識の違いも示唆され、同時に学生サ
ポーターの役割の不明瞭さに対する指摘もあっ
た。以上の結果より、学生サポーターを活用
するにあたって、匚違いを活かす工夫」と
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匚ニーズに応じた柔軟な活動を展開できる枠
組み」が必要だと考える。そして、そのため
に学生サポーター派遣事業に関わる大学、小
学校、教育委員会など複数の人や機関が、学
生サポーターの役割やニーズ、活動の枠組み
の情報を共有することが重要であろう。匚知
る」ことによって、言動や考え方の 匚選択肢」
が広がり、それがニーズの 匚違い」を活かす
工夫になるのではないだろうか。
